
令 和 ７ 年 １ ２ 月 ２ ０ 日
御殿場市役所危機管理課補佐監

【令和７年度地域で活躍する女性防災リーダー育成講座】
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主 要 略 歴

御殿場市役所 危機管理補佐監

杉 本 嘉 章（すぎもと よしあき） （Ｓ３６（1961）．５．１２生 ６４才）

◆ プロフィール

静岡県御殿場市出身（神山小・富士岡中・神奈川県立湘南高校・日本大学（通信制））

昭和５２年 陸上自衛隊少年工科学校入校 昭和５５年 第１戦車大隊（駒門）

平成 ５年 第６戦車大隊第２中隊長（宮城） 平成７年 (株)アサヒビール研修

平成１４年 第１２偵察隊長（群馬） ※新潟県中越地震（H１６）

平成１７年 イラク復興業務支援隊作戦幕僚（サマワ） 平成１８年 統合幕僚学校学生（東京）

平成１９年 新潟県中越沖地震現地調整連絡幹部(新潟） ※新潟県中越沖地震（Ｈ１９）

平成２０年 第７１戦車連隊長（北海道）※ 有珠山地域担当（Ｈ２０）、北海道胆振東部地震（Ｈ３０）

平成２２年 自衛隊高知地方協力本部長（高知） ※東日本大震災（Ｈ２３）

平成２４年 陸上自衛隊幹部学校主任教官（東京）

平成２５年 東部方面総監部総務部長(東京）※伊豆大島豪雨災害（H25）、御嶽山噴火（H26）

平成２７年 西部方面混成団長 兼 相浦駐屯地司令（長崎・佐世保市） ※熊本地震（Ｈ２８）

平成２９年 陸将補 早期退職

平成２９年４月 御殿場市役所入庁 危機管理課長 平成３０年 危機管理監（部長級）

令和 ４年４月 現 職 ※令和元年台風１９号（Ｒ１）、熱海市伊豆山土石流災害（Ｒ３）

平成１７年 東京都北区立岩淵小学校ＰＴＡ会長 平成１９年東京都立飛鳥高校PTA副会長

平成２４年 高知県観光特使 平成２９年 長崎県観光特使 御殿場市国際交流協会会員

令和 元年 市民大学・シニア大学・御殿場看護学校講師(災害・国際看護学）、各種セミナ－講師

令和 ６年 台湾全国防災教育者国際実務研修講師 令和７年度 第３陸曹教育隊 陸曹中級課程講師 2



説 明 項 目

Ⅰ 御殿場市の地形・防災上の特性

Ⅱ 知っておきたい私たちの地域
① 御殿場市の人口
② 指定避難所の数、場所
③ 避難所開設担当部署
④ 避難所開設担当部署の女性職員数
⑤ 市の保有する防災備蓄の種類
⑥ 災害時、防災備蓄の行き渡り
⑦ 相談窓口（災害時の相談は？）
⑧ 把握、連携している女性団体
⑨ 地域住民に期待すること
⑩ その他、地域住民に知ってもらいたいこと
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4

御殿場市の地形・防災上の特性



霊峰富士の裾野に広がる２市１町

御殿場市

小山町

裾野市
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富士山・箱根の中央に位置する御殿場市は？

三国山～不老山

富士山

愛鷹山

天城山

西からの風雨・雪

東からの風雨・雪

南西からの風雨・雪

風
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熱帯低気圧の影響（7/26 09:30） ⇒ 『土砂災害警戒情報』発令

南西からの風雨

7

熱海は影響少なし

御殿場は豪風雨
（線状降水帯⇒球状降水帯）
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分水嶺

・滝ヶ原駐屯地・キャンプ富士

・御殿場Ｉ．
Ｃ

・御殿場駅

・御殿場西中学校

・板妻駐屯地

中畑西区
▲６３５

竈区▲４２４

滝ケ原駐屯地
▲６７０

北久原区
▲４７３

東山区
▲３４９

▲４５９

板妻駐屯地
▲５０５

分水嶺（小高い丘）による影響

御殿場市役所

御殿場駅
▲４５０

8

尾尻区
▲２６６

古沢区
▲４５５

柴怒田区
▲６３０

印野区
▲６３５



主要地区標高・河川の流れ

沼田

大坂

神山

時之栖

中畑南

北久原

二子

東山

二の岡

小山川
鮎沢川

鮎沢川

地蔵川

相
模
湾

砂沢川

黄瀬川

西川

久保川

黄瀬川

髙内川

駿河湾

分水嶺

神山小▲２９４

中畑西区▲６３５

竈区▲４２４

市役所▲４５９

東山▲４５３

印野小▲５８７

富士岡支所▲３７７

大坂区▲３３７

北久原区▲４７３
上柴怒田▲６８０

▲御殿場市内標高差：約４００ｍ
⇒ 降雪量に影響（豪雪災害）

滝ヶ原駐屯地▲６７０

降水は『南北に２分』される！
∴ 一ヶ所に集中しない ◎

萩原
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神場区▲４４５

二子区▲３６５

沼田区▲４４０

尾尻区▲２６５

板妻駐屯地▲５０５

駒門駐屯地▲３５０

★時之栖

★テニスコート
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相
模
湾

鮎沢川

駿河湾

黄瀬川

分水嶺

土
砂
災
害
警
戒
区
域

（五
十
一
ヶ
所
）

東富士ダム

小山川調整池

御殿場市の地形上の特性

溶岩流の下流に影響！

降雨は分水嶺により南北に分散！

24km

14km

11
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御殿場市防災上の特性『ハンドサイン』

三国山～不老山

愛鷹山

土
砂
災
害
警
戒
区
域

（五
十
一
ヶ
所
）

分水嶺

治山治水
東富士ダム

六郎川調整池

鮎沢川

相
模
湾

黄瀬川

駿河湾

西風の道（須山街道）

東風の道（旧２４６号））

合
★ 東山区
★ 二の岡

★ 萩蕪区
★ 沼田区

★ 中山上区
★ 二子区
★ 中山下区

★ 大坂区
★ 神山区

★ 高内区
★ 尾尻区

１ 活火山・富士山（31８年噴火無し）
２ 市内中央部を走る「分水嶺」
３ 箱根山西麓「土砂災害危険区域」
４ 治山治水「東富士ダム・六郎川ダム」
５ 見えない風の道（東風・西風⇒合流）

☆御殿場市の強み・弱み

24km

14km
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① 御殿場市の人口
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① 御殿場市の人口（R7.12.1）
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玉穂地区

１ 茱萸沢下（ぐみざわしも）

２ 茱萸沢上（ぐみざわかみ）

３ 中畑東（なかばたひがし）

４ 中畑北（なかばたきた）

５ 中畑南（なかばたみなみ）

６ 中畑西（なかばたにし）

７ 川 柳（かわやなぎ）

印野地区

１ 小木原（おぎわら）

２ 時之栖（ときのす）

３ 印 野（いんの）

高根地区

１ 塚 原（つかばら）

２ 六日市場（むいかいちば）

３ 美乃和（みのわ）

４ 清 後（せいご）

５ 山之尻（やまのしり）

６ 柴怒田（しばんた）

７ 上小林（かみこばやし）

８ 水土野（みどの）

９ 古 沢（ふるさわ）

御殿場地区

１ 御殿場（ごてんば）

２ 深 沢（ふかさわ）

３ 東 山（ひがしやま）

４ 東田中（ひがしたなか）

５ 二の岡（にのおか）

６ 鮎 沢（あいざわ）

７ 新 橋（にいはし）

８ 湯 沢（ゆざわ）

９ 萩 原（はぎわら）

１０ 二枚橋（にまいばし）

１１ 西田中（にしたなか））

１２ 北久原（ほっくばら）

１３ 仁 杉（ひとすぎ）

１４ 栢ノ木（かやのき）

１５ 永 原（ながはら）

富士岡地区

１ 竈（かまど）

２ 萩 蕪（はぎかぶ）

３ 沼 田（ぬまた）

４ 二 子（ふたご）

５ 中山上（なかやまかみ）

６ 中山下（なかやましも）

７ 風 穴（かざあな）

８ 中清水（なかしみず）

９ 駒 門（こまかど）

１０ 大 坂（おおさか）

１１ 町 屋（まちや）

１２ 高 内（たこうち）

１３ 尾 尻（おじり）

１４ 神 山（こうやま）

１５ 富士見原（ふじみはら）

高根支所
（高根支部）

御殿場地域振興センター
（御殿場支部）

玉穂支所
（玉穂支部）

印野支所
（印野支部）

富士岡支所
（富士岡支部）

原里地区

１ 川島田（かわしまた）

２ 森之腰（もりのこし）

３ 杉名沢（すぎなざわ）

４ 神 場（じんば）

５ 板 妻（いたづま）

６ 保土沢（ほとざわ）

７ 永 塚（ながつか）

８ 北 畑（きたばた）

９ 大 沢（おおさわ）

１０ 矢 崎（やざき）

原里支所
（原里支部）

御殿場
35,190人
43.3％

富士岡
15,828人
19.5％

原 里
15,484人
19.1％

玉 穂
8,480人
10.4％

印 野
1,911人

2.4％

高 根
4,374人

5.4％
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御殿場市災害対策本部
（本部長：市 長、本部員：副市長・各部長等）

Ｄ日Ｈ時
災害発生

県災害対策本部（東部方面本部）

・同報無線
・ほっとメール

・ＦＭ放送

市役所

５９区災害対策本部（公民館・コミセン）

各区内班・組等
安否確認、被害状況の把握・報告

無線・電話・伝令等
による報告

防災無線・衛星携帯・電話・
伝令等による報告

（メール・ＦＡＸ等含む。）

消防（消防団）・警察・自衛隊
ライフライン・ＦＭ御殿場等

関係機関

・防災情報共有システム（ＦＵＪＩＳＡＮシステム）等

市指定避難所（２８ヶ所）
（福祉避難所（１０ヶ所））

支
部
派
遣
職
員

避
難
所

派
遣
職
員

御殿場支部 富士岡支部 高根支部玉穂支部原里支部 印野支部

中・小学校、保育幼稚園等

災害発生時の情報、指示・報告の流れ（５９・６・１）

「御殿場災害情報」：上りの情報・下りの指示 ご苦労（５９・６）重ねて一（１）になる！
のぼ くだ ５ ９ ６ いつ

16
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②指定避難所の数・場所
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富
士
岡

派
遣
Ｇ
Ｐ

(5人)

②

管理全般

：指示・報告
：支援
：連携

管理全般

管理全般

管理全
般

管理全般

管理全般

中畑西コミセン

御
殿
場

派
遣
Ｇ
Ｐ

(7人)

①

神山生涯学習センター

② 指定避難場所の数・場所（28ヶ所）

御殿場高校

御殿場小学校南中学校

御殿場南高校

御殿場
支 部

ＹＭＣＡ東山荘

東小学校

二の岡コミセン

愛郷報徳会館

鮎沢公民館

御殿場南小学校

御殿場市
災害対策本部

本部室付班

本部避難
所支援班

原

里

派
遣
Ｇ
Ｐ

(3人)

玉
穂

派
遣
Ｇ
Ｐ
(3人)

印
野

派
遣
Ｇ
Ｐ
(2人)

高
根

派
遣
Ｇ
Ｐ

(3人)

高 根
支 部

玉 穂
支 部

富士岡
支 部

原 里
支 部

印 野
支 部

竈幼稚園

富士岡小学校

富士岡中学校
神山小学校

駒門地区児童
厚生体育施設

原里小学校

原里中学校

森之腰幼稚園

原里西幼稚園

朝日小学校

印野小学校

高根小学校

高根第２保育園

玉穂第１保育園

玉穂小学校

③

④
⑤

⑥

ＪＡ御殿場本部
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モデル区訓練・玉穂小避難所
（中畑東区・茱萸沢上区）

（中畑東区） （茱萸沢上区）

中畑東区にお住まいの方

① 集合場所 ・各組各班集合場所

② １次避難所 ・中畑東地区コミセン

③ 市指定広域避難所 ・玉穂小学校

④ 救護所 ・玉穂支所

茱萸沢上区にお住まいの方

① 集合場所 ・各組各班集合場所

② １次避難所 ・茱萸沢上地区コミセン

③ 市指定広域避難所
・玉穂小学校
・御殿場農協本店

④ 救護所 ・玉穂支所

０８：０５

地震発生
①八西北中、原中

④原北１２３

③原下２

⑦中央北

⑥原下１３

②八
南

⑨中央南

⑩第２団地

⑪中央
西

⑤原新中

各区内組・班
安否確認、被害状況の

把握・報告

一次避難所
（中畑東地区コミセン）

一次避難所
（茱萸沢上地区コミセン）

市指定広域避難所
（玉穂小学校）

①山口

⑧中央東

②権現堂

⑧こも池

④グリーン
③中尾

西

⑩エンブル

⑨新町

⑥中尾
下

⑤中尾上

⑪中村

⑦元木原
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車中泊避難者
（駐車場）

ゴミ集積所
（体育館南側駐車場）

ペット飼育場所
（体育館南側駐車場）

炊き出し場所
（体育館南側駐車場）

９
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③避難所開設担当部署
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22

本部員会議

22関係機関との調整 各班の活動状況

③ 避難所開設担当部署
（御殿場市災害対策本部）

10



① 教育長
② 企画戦略部長
③ 総務部長
④ 環境市民部長
⑤ 健康福祉部長
⑥ 産業スポーツ部長
⑦ 経済外交戦略監
⑧ 都市建設部長
⑨ 教育部長
⑩ 会計管理者
⑪ 議会事務局長
⑫ 広域行政組合事務局長
⑬ 域行政組合消防長

災害対策本部員

本 部 室

本部員会議

本部長

副本部長

危機管理監

① 本部総括班長（危機管理課長）
② 本部秘書班長（秘書課長）
③ 本部対応班長（企画課長）
④ 本部動員班長（人事班長）
⑤ 本部財務班長（財務課長）
⑥ 本部管財班長（管財課長）
⑦ 本部情報班長（総務課長）
⑧ 本部広報班長（魅力発信班長）
⑨ 本部避難所支援班（未来プ課長）
⑩ 本部 救援物資班（農政課長）

本部室付班

総括班（危機管理課）

⑬ 非常備消防部

⑭ 常備消防部警防本部（御殿場市・小山町広域行政組合消防本部及び消防署）

支部（対策会議）

⑥ 都市建設部

⑦ 会計部

⑧ 教育部

⑨ 議会部

⑩ 広域行政部

⑪ 支 部

意思決定機能

補佐機能

執行機能

① 企画戦略部

② 総務部

③ 環境市民部

④ 健康福祉部

⑤ 産業スポーツ部

23

③ 避難所開設担当部署
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健康福祉部

救
助
班

児
童
福
祉
班

医
療
救
護
班

都市建設部

都
市
計
画
班

都
市
整
備
班

建
築
住
宅
班

道
路
河
川
班

応
援
班
Ｅ

会
計
部

会
計
班

議
会
部

議
会
班

広域行政部

広
域
庶
務
班

塵
芥
処
理
施
設
班

し
尿
処
理
施
設
班

支 部

御
殿
場

富
士
岡

原

里

玉

穂

印

野

高

根

非
常
備
消
防
部

（
消
防
団
）

常
備
消
防
部

（
消
防
本
部
）

②
副
本
部
長
Ｂ

③
危
機
管
理
監

④
教
育
長

⑤
広
域
行
政
組
合
消
防
長

⑥
企
画
戦
略
部
長

⑦
総
務
部
長

⑨
健
康
福
祉
部
長

⑧
環
境
市
民
部
長

⑩
産
業
ス
ポ
ー
ツ
部
長

⑫
都
市
建
設
部
長

⑮
議
会
事
務
局
長

⑬
教
育
部
長

⑭
会
計
管
理
者

⑯
広
域
行
政
組
合
事
務
局
長

②
本
部
秘
書
班
長
（秘
書
課
長
）

③
本
部
対
応
班
長
（企
画
課
長
）

④
本
部
動
員
班
長
（人
事
課
長
）

⑧
本
部
広
報
班
長
（魅
力
発
信
課
長
）

⑤
本
部
財
政
班
長
（財
政
課
長
）

⑦
本
部
情
報
班
長
（総
務
課
長
）

①
本
部
総
括
班
長
（危
機
管
理
課
長
）

本部員会議

本部室
本部長

総括班（危機管理課）

①
副
本
部
長
Ａ

⑪
経
済
外
交
戦
略
監

総務部

総
務
班

情
報
班

動
員
班

財
政
班

管
財
班

調
査
記
録
班

応
援
班
Ａ

応
援
班
Ｂ

⑩
本
部
救
援
物
資
班
長
（農
政
課
長
）

⑨
本
部
避
難
所
支
援
班
長
（未
プ
課
長
）

警防本部
（御殿場市・小山町
広域災害対策本部

及び消防署）

本部室付班

執行機能

意思決定機能 補佐機能

企画戦略部

秘
書
班

広
報
班

対
応
班

情
報
政
策
班

渉
外
班

避
難
所
支
援
班

帰
宅
困
難
者
支
援
班

環境市民部

清
掃
・
衛
生
班

埋
火
葬
班

市
民
相
談
班

交
通
安
全
班

地
域
支
援
班

上
水
道
班

下
水
道
班

産 業
スポーツ部

農
政
班

農
林
整
備
班

商
工
振
興
班

応
援
班
Ｃ

応
援
班
Ｄ
（
統
括
支
援
班
）

教育部

学
校
総
務
班

学
校
施
設
班

学
校
教
育
班

社
会
教
育
班

給
食
班

24

⑥
本
部
管
財
班
長
（管
財
課
長
）

③ 避難所開設担当部署
12



部 課　名 災害対策本部班名

秘書課 　秘書班

企画課 　対応班

未来プロジェクト課 避難所支援班

魅力発信課 広報班

デジタル戦略課 情報政策班

　演習場渉外課 渉外班

　総務班

　情報班

人事課 　動員班

財政課 財政班

管財課 管財班

税務課

課税課

特別債権対策課 応援班Ａ

監査委員事務局 応援班B

環境課 　清掃・衛生班

市民課

　 国保年金課

　市民相談班

　交通安全班市民相談班

市民協働課 地域支援班

上水道課 上水道班

下水道課 下水道班

社会福祉課

長寿福祉課

子育て支援課

保育幼稚園課

健康推進課

救急医療課

農政課 農政班

農林整備課 農林整備班

商工振興課 商工振興班

スポーツ交流課 応援班C

国土調査課 応援班D

都市計画課 都市計画班

都市整備課 都市整備班

公園緑地課 応援班Ｅ

建築住宅課 建築住宅班

道路河川課

管理維持課

教育総務課 教育総務班

教育施設課 教育施設班

学校教育課 学校教育班

社会教育課 社会教育班

学校給食課 給食班

事務局庶務課 広域庶務班

事務局資源循環課 塵芥処理施設班

  

御殿場地域振興センター 御殿場支部

富士岡支所 富士岡支部

原里支所 原里支部

玉穂支所 玉穂支部

印野支所 印野支部

高根支所 高根支部

支　　　部

非常備消防部 消防団 消防団

常備消防部 消防本部 消防本部

帰宅困難者支援班

総　務　部

 　総務課

　調査記録班

観光交流課企画戦略部

　 くらしの安全課環境市民部

健康福祉部

　埋火葬班

　救助班

　児童福祉班

　医療救護班

産業スポーツ部

し尿処理施設班事務局衛生センター

広域行政部

議会班議会事務局議　会　部

会計課会　計　部 会計班

　道路河川班

都市建設部

教　育　部

部 課　名 災害対策本部班名

秘書課 　秘書班

企画課 　対応班

未来プロジェクト課 避難所支援班

魅力発信課 広報班

デジタル戦略課 情報政策班

　演習場渉外課 渉外班

　総務班

　情報班

人事課 　動員班

財政課 財政班

管財課 管財班

税務課

課税課

特別債権対策課 応援班Ａ

監査委員事務局 応援班B

環境課 　清掃・衛生班

市民課

　 国保年金課

　市民相談班

　交通安全班市民相談班

市民協働課 地域支援班

上水道課 上水道班

下水道課 下水道班

社会福祉課

長寿福祉課

子育て支援課

保育幼稚園課

健康推進課

救急医療課

農政課 農政班

農林整備課 農林整備班

商工振興課 商工振興班

スポーツ交流課 応援班C

国土調査課 応援班D

都市計画課 都市計画班

都市整備課 都市整備班

公園緑地課 応援班Ｅ

建築住宅課 建築住宅班

道路河川課

管理維持課

教育総務課 教育総務班

教育施設課 教育施設班

学校教育課 学校教育班

社会教育課 社会教育班

学校給食課 給食班

事務局庶務課 広域庶務班

事務局資源循環課 塵芥処理施設班

  

御殿場地域振興センター 御殿場支部

富士岡支所 富士岡支部

原里支所 原里支部

玉穂支所 玉穂支部

印野支所 印野支部

高根支所 高根支部

支　　　部

非常備消防部 消防団 消防団

常備消防部 消防本部 消防本部

帰宅困難者支援班

総　務　部

 　総務課

　調査記録班

観光交流課企画戦略部

　 くらしの安全課環境市民部

健康福祉部

　埋火葬班

　救助班

　児童福祉班

　医療救護班

産業スポーツ部

し尿処理施設班事務局衛生センター

広域行政部

議会班議会事務局議　会　部

会計課会　計　部 会計班

　道路河川班

都市建設部

教　育　部

御殿場市災害対策本部組織図（課・センター等⇒班）

まちづくり推進課

25



市指定避難所開設に関する協議（災対本部）

26

13
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④避難所開設担当部署
の女性職員数

27



本部長

市 長

本 部 員本部室付班

本 部
総括班

危機管理課長

杉本嘉章

川鍋統括

大胡田副主幹

中村（周）主任

山口防災指導員

小林主任

活動記録班

国土調査課長

鈴木博

国土調査課員

鈴木貴之

国土調査課員

国土調査課員

本 部
秘書班

秘書課長

髙村幹雄

柳原香奈

本 部
対応班

企画課長

芹澤知輝

川口 聡

企画課

企画課

本 部
動員班

人事課長

勝又久生

勝又正明

本 部
財政班

財政課長

前田裕三

財政課員

本 部
情報班

総務課長

佐藤正博

山﨑慶太

（総務課）

（総務課）

（応援班Ａ）

（応援班Ｂ）

（応援班Ｃ）

（応援班Ｅ）

デジタル戦略課

デジタル戦略課

本 部
広報班

魅力発信課長

塩川里美

長田実樹

記者会見

医療救
護本部Ｌ

Ｏ

健康推進課長

伊藤孝博

健康推進課
課 員

副本部長

副市長A・B

危機管理監

本 部
救援

物資班

農政課長

遠藤英樹

農政課員

浅水隆司

商工振興課員

北村和之

スポーツ交流
課員

杉山 惇

各執行部

①企画部

②総務部

③環境市民部

④健康福祉部

⑤産業スポーツ部

⑥都市建設部

⑦会計部

⑧教育部

⑨議会部

⑩広域行政部

⑪常備消防部

⑫非常消防部

警防本部：消防長
（御殿場市・小山町

広域行政組合
消防本部及び消防署）

常備消防部（消防署）

非常備消防部（消防団）

本部室

本部員会議

警察対応

交通安全班

くらしの安全課長

勝又雅彦

自衛隊対応

渉外班

演習場渉外課長

長田直樹（システム検証班）

デジタル戦略課長

関係機関調整員

防災調整指導員Ｂ

中村信雄

避難所
派遣職員
（各所１名）

本 部
避難所
支援班

未来プロ課長

勝又喜英

未来プロ課

勝間田崇幸

社会福祉課

勝間田哲哉

長寿福祉課

芹澤明日美

建築住宅課

中池宣裕

教育総務課

勝又克利

支 部

御殿場 富士岡 原 里 玉 穂 印 野 高 根

所・支所長代理、副参事（各部１名）

支部派遣職員（各支部２～４名）

消防・団対応

消防連絡班

消防署員

芹澤勇樹

消防署員

林 達也

インフラ対応

インフラ対応班

管理維持課長

梶 佳浩 県派遣職員 ３名

28

本 部
管財班

管財課長

瀬戸孝一

管財課員

④ 避難所開設担当部署の女性職員数

所　属 氏　名 所　属 氏　名

国保年金課 安藤　優 課税課 滝口　翔生

市民協働課 石原　圭吾 税務課 原口　真衣子

教育施設課 芹澤　結花 都市計画課 小宮山　晃平

国保年金課 遠藤　稜太 財政課 江口　剛史

長寿福祉課 谷口　千尋

社会福祉課 髙橋　宏宜

商工振興課 木村　真菜 社会福祉課 米山　優作

くらしの安全課 川村　真里奈 社会教育課 毛利　元哉

観光交流課 勝又　進行

教育総務課 井原　優貴

長寿福祉課 坂入　桃可

スポーツ交流課 城内　成美 農林整備課 永井　竜司

総務課 長田　有加 建築住宅課 遠藤　啓太

社会福祉課 根上　健斗

市民課 湯山　いおり デジタル戦略課 芹澤　桃香

デジタル戦略課 橋本　健一郎 まちづくり推進課 楓原　渓大

長寿福祉課 石田　颯照

人事課 平野　鈴

観光交流課 渡邉　萌依 子育て支援課 坂田　真優佳

都市計画課 豊川　めぐ美 市民課 田内　志歩

社会教育課 大野　美晴 市民課 杉山　大樹

保育幼稚園課 妹尾　陸斗

印　野

高　根

支部名
避難地・避難所派遣職員 支部派遣職員

御殿場

富士岡

原　里

玉　穂

❶本部避難所支援班：1/6名（16,7％）
❷避難所派遣職員：11/21名（52.4％）
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⑤市の保有する防災備蓄
の種類、量

29



⑤ 市の持っている防災備蓄の種類、量

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12
13
14

エアーマット 避難所用200個（※緊急的に購入） 200 200 100%

段ボールベッド 富士岡地区避難所15箇所×4セット（3年に1度、更新検討） 60 60 100%

LED投光器 避難所28箇所×1台 28 0 0%

間仕切り 避難所28箇所×15張 420 200 48%

哺乳ボトル 0歳児485人×5回×3日 7,275 1,000 14%

発電機・投光器 避難所28箇所×2台ずつ（R4~R6はLED投光器セット*6） 56 50 89%

ガソリン缶 救護所5箇所×10缶（10ℓ）+予備10缶 60 60 100%

火山用ゴーグル 第3次避難対象エリア9,570人 9,570 3,200 33%

仮設トイレ 避難地・避難所32箇所×4基　※ 128 97 76%

排便用収納袋 発災後1週間避難者数23,819人×5回×3日 357,285 137,000 38%

ブルーシート 半壊5,200世帯×2枚 10,400 6,853 66%

簡易トイレ 避難地・避難所32箇所×30個 960 845 88%

備蓄食料 発災後1週間避難者数23,819人×3食×2日 142,914 118,540 83%

毛布 発災後1週間避難者数23,819人×1枚 23,819 14,103 59%

品　　目 必要整備数の考え方
整備
目標

R6末時点整備状況
保有総数 整備率

A B B/A

30
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31

❼高根地区防災倉庫（高根小）

❹玉穂地区防災倉庫（玉穂支所）

➌原里地区防災倉庫
（原里小）耐震性貯水槽

耐震性貯水槽耐震性貯水槽耐震性貯水槽耐震性貯水槽

耐震性貯水槽

耐震性貯水槽

耐震性貯水槽

❺印野地区防災倉庫
（印野支所） ❶御殿場地区防災倉庫

（地域振興センター）

❷富士岡地区防災倉庫・第４救護所（富士岡小）

市内各地区の防災倉庫・貯水槽

31
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御殿場地区防災倉庫 富士岡地区防災倉庫 原里地区防災倉庫

玉穂地区防災倉庫 印野地区防災倉庫 高根地区防災倉庫

市内６地区の防災倉庫

32



❶アルファー米 ❷アレルギー対応アルファー米 ➌うどん

❹パンの缶詰

❼100t耐震性貯水槽 ❽発電機

❺毛 布 ❻組立式トイレ

❾段ボールベッド・間仕切り

たいしんせいちょすいそう

⑤ 市の持っている防災備蓄の種類、量（倉庫内）

33
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便ぶくろ２００回分 便ぶくろ１００回分 仮設トイレ

災害用毛布１０枚入り ビニールシート バルーンライト はつでんき

アルファ米（五目ご飯） アルファ米（わかめご飯） パンの缶詰
プレーン（エッグフリー）

パンの缶詰
黒 糖 味

⑤ 市の持っている防災備蓄の種類、量（指定避難所内）

34
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100ｔ飲料水兼用耐震性貯水槽

35
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『日頃からの物の準備』

36



⑥災害時、
防災備蓄の行き渡り

37



県災害対策本部
（愛鷹山広域公園）

物資集積場所
市体育館

（開設・運営）

物資調達先
協定による
提供者等

支援要請

要請に基づく支援（プル型）
又はプッシュ型支援

災害時応援市町
取手市・阿見町

他

御殿場市災害対策本部

本部室付班

本部救援
物資班

御殿場
支 部

支援要請
調達要請

高 根
支 部

玉 穂
支 部

富士岡
支 部

原 里
支 部

印 野
支 部

（物資支援依頼）
御殿場地区
開設指定
各避難所

富士岡地区
開設指定
各避難所

原里地区
開設指定
各避難所

玉穂地区
開設指定
各避難所

印野地区
開設指定
各避難所

高根地区
開設指定
各避難所

指示

報告

企業や市民等
による無償提供

物
資
輸
送
協
定
先

自
衛
隊
、
市
の
輸
送
チ
ー
ム

ヘリポート
陸上競技場
（１５ヶ所）

報告

報告

要請に基づく支援

御殿場地区
開設指定
各避難所

富士岡地区
開設指定
各避難所

原里地区
開設指定
各避難所

玉穂地区
開設指定
各避難所

印野地区
開設指定
各避難所

高根地区
開設指定
各避難所

備蓄
倉庫

備蓄
倉庫

備蓄
倉庫

備蓄
倉庫

備蓄
倉庫

備蓄
倉庫

⑥ 災害時、防災備蓄の行き渡り
19
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39

御
殿
場
・

高
根

富
士
岡
・

原
里

玉
穂
・

印
野

令和元年９月２日
午 前 ６ 時 現 在

御殿場市体育館内の物資集積要領

39
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40

パン

令 和 元 年 ９ 月 １ 日
午 後 １ １ 時 現 在

精米

インスタント
麺類

缶詰

粉ミルク

乳小児おむつ

大人用
おむつ

生理
用品

携帯用トイレ

トイレットペー
パー

配送先別集積場所

御殿場
・高根地区

富士岡
・原里地区

玉穂
・印野地区

1,600食

1,200食

800食

400食

御殿場市体育館内の集積備蓄品

40



⑦相談窓口
（災害時の相談は？）

41



消火活動

救護所の開設

給水・給食支援

ライフライン復旧活動

入浴支援

捜索・救助

物資輸送

市が行う主要な災害応急対策

災害対策本部

患者空輸

災害ボランティア本部

避難所の開設

埋火葬対応

家屋調査・り災証明書・仮設住宅

21
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災害対応の流れ

43

災害対応のサイクル（平時～災害時
24



⑦ 相談窓口（災害時の相談は？）

実施項目 細部実施内容 担 当

平

時

①災害の備え 〈減災対策〉
❶ハザードマップ・被害想定の作成 ❷地域防災計画・業務継続計画・受援計画の作成 ❸災害対策本部
マニュアルの作成 ❹物資・資材等の備蓄 ❺災害協定締結 ❻住民啓発・防災教育・訓練の実施

◎危機管理課

〈被害抑止対策〉
❶河川堤防・防潮堤・ダムなどの国土保全対策 ❷防災施設の整備、建築制限❸ 建物・設備等の耐震化
❹非構造物、工作物等耐震化 ❺気象・気象の観測・観測の充実・強化

◎都市建設部
❺総括班

②警報避難 ❶災害警戒本部の開設 ❷警戒等の収集・伝達 ❸避難指示等発令 ❹避難場所開放の指示 ❺避難誘導 ◎総括班

③人材育成 ❶訓練 ❷研修 ◎危機管理課

災
害
時

④応急活動 ❶災害対策本部体制の確立（危機管理課 ⇒ 総括班）
❷災害情報の収集・連絡（総務課 ⇒ 情報班）
❸救助・救急、消火・医療（消防本部、健康推進課・救急医療課 ⇒ 医療救護班）
❹緊急輸送ルートの確保（道路河川課・管理維持課 ⇒ 道路河川班）
❺被害拡大・二次災害防止の指示（危機管理課）
❻物資の調達・供給（避難所・避難所外被災者含む。）（農政課⇒ 救援物資班）
❼広域応援の要請（危機管理課） ❽孤立地域の解消（危機管理課）
❾帰宅困難者対策（観光交流課 ⇒ 帰宅困難者支援班）
❿ライフラインの復旧（都市計画課・管理維持課⇒ 道路河川班）
⓫災害廃棄物（災害ごみ）の処理（環境課⇒ 清掃・衛生班）

❶総括班
❷情報班
❸消防本部・医療救護班
❹道路河川班
❺総括班
❻救援物資班
❼❽総括班
❾帰宅困難者支援班
❿道路河川班（管理維持）
⓫清掃・衛生班

⑤被災者支援 ❶指定避難所の設置・運営（未来プロジェクト課 ⇒ 避難所支援班、ペット担当：環境課 ⇒ 清掃・衛生班）
❷災害救助法の適用（社会福祉課・災害救助法担当業務区分） ❹避難生活支援（社会福祉課・長寿福祉課）
❸保健衛生・防疫（健康推進課・救急医療課⇒ 医療救護班）
❺ボランティアの受入（本部立上げ：社会福祉協議会との連携）（市民協働課 ⇒ 地域支援班）
❻住宅被害認定調査 ❼罹災証明書の交付 ❽被災者台帳の作成（税務課・課税課 ⇒ 調査記録班）
❾応急仮設住宅の提供、管理（建築住宅課 ⇒ 建築住宅班）
❿生活再建支援金の支給（社会福祉課 ⇒ 救助班）
⓫弔慰金・義援金・見舞金等の支給（総務課⇒ 総務班、社会福祉課 ⇒ 救助班、会計課 ⇒ 会計班）
⓬遺体措置・対応（市民課・国保年金課 ⇒ 埋火葬班）
⓭相談室（被災者なんでも相談）の設置（くらしの安全課 ⇒ 市民相談班）

❶避難所支援班・各支部、環境課
❷❹救助班
❸医療救護班
❺地域支援班
❻❼❽調査記録班
❾建築住宅班
❿救助班
⓫総務班（支援）・会計班
⓬埋火葬班 ⓭市民相談班

⑥復旧・復興 ❶復旧・復興基本方針の決定 ❷復興本部の設置 ❸復興計画の作成 ❹経済復興支援 ❺復興まちづくり
❻被災施設の復旧 ❼激甚災害制度（都市計画・都市整備・建築住宅・公園緑地・建築住宅・道路河川・管理維持課）

◎都市建設部
・総括班

⑦指揮統制 ❶指揮調整（危機管理課） ❷災害広報（魅力発信課 ⇒ 広報班）❸安全管理 ❹組織間連絡調整 総括班、❷広報班

⑧対策立案 ❶災害情報の収集（危機管理課） ❷計画立案（危機管理課） 総括班

⑨資源管理 ❶関係機関からの人的支援 ❷物資調達・供給（農政課）❸組織環境（庁舎）の維持管理（管財課⇒ 管財班） ❷救援物資班 ➌管財班
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静岡県弁護士会

派遣要請
・派遣

相談申込

情報提供

御殿場市災害対策本部
環境市民部

市民相談班
運営時間（全日９時～１６時）

くらしの安全課

協定締結

市民相談窓口
（総合案内）

消費生活
相談窓口

外国人
生活相
談窓口

静岡県司法書士会

静岡県行政書士会

物資価格・受給
動向の把握

被 災 者
（外国人住民）

被 災 者
（消費相談住民）

相談申込

情報提供

相談申込

情報提供

派遣要請・派遣

市民ホール、
本庁各相談室

対象となる
事業所の

・工 場
・店 舗
・倉 庫

等

静岡県
災害対策士業連絡会

派遣要請
・派遣

被 災 者
（相談住民）

罹災証明、生活用品支給他
関係部署に取次ぎ

⑦ 市民相談運営体制（なんでも相談窓口）

45
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←

市
民
課

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

証明
写真 なんでも

相談
弁護士等

三士会

自販
機
ATM

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

待合
スペース

相談
窓口
(案内②) 受付カウ

ンター
（案内①）

←調査記録班
（り災証明書等）

案内看板
設置

エレ
ベーター

←相談室③

正面玄関

相談室
①

消費生活相談窓口
外国人生活相談窓口

階段
↓

建築住宅班
（仮設住宅）くらしの安全課

プライベートな案件等は、
相談室①～③を使用

相談室②

『なんでも相談室』 配置図（本庁舎１階）

46
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⑧把握、連携している女性団体

47



⑧ 把握、連携している女性団体

御殿場市消防団
女性部

ごてママ情報局
御殿場市婦人会

連絡協議会

防災訓練の支援受け
・防災学習（御殿場中）

・防災教室（東小）

・地域防災モデル区訓練
（応急救護・処置）

「家族を守るママ防災」
冊子の作成・配布

～御殿場のママたちが作った
生活密着防災ガイド～

防災教室の実施（R3）
（年間シリーズの教室）

・心肺蘇生法と応急手当

・災害時の健康管理と食事

・地域防災訓練への参加

・防災講話

48
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講演『男女が共に担う地域防災』

49
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50

静岡大学グローバル共創科学部 池田恵子教授作成



⑨地域住民に期待すること
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⑨ 地域住民に期待すること

❶住民一人ひとりが自ら行う防災活動による「自助」

❷自主防災組織や消防団、学校など地域社会による「共助」

❸国・地方自治体、その他の公共機関による「公助」

を含めた「総合的な地域の防災体制・能力」

～『総合的な地域防災力』の理解と実践！～

自 助

公 助

一人ひとりが自ら取り組むこと
防災意識を高め、自ら判断し行動

国や地方公共団体が
機能的に取り組むこと

阪神淡路大震災時の救助比率『 ７：２：１ 』

⇒ 災害は「自分事」（一人ひとりの防災力の向上）

地域・学校・企業などにおける「防災教育」の充実

共 助
家族や近所、自主防災会
地域が一緒に取り組むこと

阪神淡路大震災

家族・近隣住民による救助

52
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自らの命は自ら守る。
自らの地域は皆で守る。

天は自ら助くる者を助く！

53
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⑨ 地域住民に期待すること



時間日 月 年

レベル

国

県

市

① 非常用持出品の準備

⑥ 防災教育（防災に関する知識、命を守るための想像力・状況判断力・行動力）

⑦ 防災（避難）訓練（避難場所、経路・所要時間の確認等）

② 耐震・耐火対策

道路・港湾などの復旧復興

地誌データの収集・整備

火山噴火対策（協議会による検討）

道路・橋・港湾などの整備

防災基本計画の見直し

地域防災計画の策定

防災対策・マニュアルの整備

防災無線設備の拡充

防災教育（出前講座）・防災訓練の徹底

防災倉庫・防災拠点の整備

災害ボランティア本部の開設

学

校

自助・共助・公助の総合的な地域防災力

④ 緊急食糧の備蓄

③ 安全の確保（家具の固定）

⑤ 家族防災会議：自らの命を守る。「自助」

家

庭

⑧ 地域の絆の強化 ⑨ 自主防災会を中心とした地域防災活動の推進

避難所・救護所の開設・運営

【自助】

【共助】

【公助】

地域防災力の向上が不可欠

↓

県・自治体・学校・地域・家庭の

連携と意思疎通

地

域
・

54
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自主防災組織の役割

自
主
防
災
会
の
活
動

平常時

災害時

① 地域内の安全点検

② 防災知識の普及・啓発

③ 防災訓練

① 初期消火

② 救出・救助

⑤ 避難所の管理・運営

③ 情報の収集・伝達

④ 避難誘導

自主防災会の目的：大規模な災害が発生した際、地域住民が的確に行動し、被害を最小限化

55



自主防災会への積極的参加と協力

避難所の開設・運営

56



⑩その他、地域住民に
知ってもらいたいこと

57



⑩ その他、地域住民に知ってもらいたいこと

御殿場市ＨＰ
〇 防災出前講座資料

御殿場市ＨＰ
〇 富士山火山避難計画

58
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御殿場市域における主な災害
出典：御殿場市地域防災計画「資料の巻」

台風：6件 集中豪雨：1件 低気圧：1件 大雪：1件 地震：3件

災害発生日 種 別 概 要

昭和41年9月24
～25日

台風

台風第24号と26号が日本列島を縦断
御殿場市の被害は負傷者2人、住家全壊6戸、半壊382戸、床下浸水多数、罹災世帯2,231世
帯、罹災者11,155人、被害総額6億9,109万円
御殿場市にはじめて「災害救助法」適用

昭和47年7月12日 集中豪雨
静岡県東部に集中豪雨
御殿場市では床上・床下浸水138世帯、田畑の流出・冠水等672ha、被害総額2億5,393万円

昭和54年10月19日 台風
台風第20号による御殿場市の被害は、住宅全壊10戸、半壊4戸、流失1戸、床上浸水42戸、
床下浸水810戸、損害額23億394万円、総雨量300mm

昭和57年8月1日 台風
台風第10号による御殿場市の被害は、住家半壊5戸、一部破損1戸、床上浸水21戸、床下浸
水107戸、損害総額18億530万円、総雨量555mm

平成16年12月5日
急速に
発達した
低気圧

急速に発達した低気圧の影響で御殿場市塚原地先にて家屋が倒壊、負傷者3名
（平成16年の台風上陸個数は、気象庁の統計開始以来の記録（6個）を大きく更新し10個を
記録）

平成19年9月6日 台風
台風第9号による御殿場市の被害は床上浸水13戸、床下浸水31戸、特に富士岡地区は黄瀬川
の氾濫により、甚大なる被害を受ける。被害総額3億4千百万円、総雨量631mm

平成22年9月8日 台風
台風第9号による御殿場市の被害は床上浸水1戸、床下浸水10戸、道路等被害22か所、農地
等被害174カ所などの被害を受ける。被害総額約1億3千万円、降水量10時間で218mm

平成23年9月21日 台風

台風第15号による御殿場市の被害は、負傷者4名、床下浸水や屋根・窓の損壊11件、倒木に
よる道路障害74か所以上、農地等被害16カ所、停電1,100戸などの被害を受ける。被害総額
約5,700万円
1時間あたりの最大降水量63mm、最大瞬間風速45.9m

平成26年2月14日 大雪
低気圧接近に伴い大雪警報が発令され、御殿場消防署管内の積雪量が85cmとなった。東名
高速道路をはじめ市内主要幹線で交通規制が行われ、公共交通機関も運休となった。
御殿場市では軽症者16名、住家の一部破損やビニールハウスの倒壊等の被害が多数発生 59



御殿場市域における主な災害

台風24号：H30.9.30 暴風被害 台風19号：R1.10.12 大雨被害

種 別 概 要

令和元年10月12日
台 風
19号

台風第19号による御殿場市の被害は、死者１名、負傷者１名、床上浸水６戸、
床下浸水3戸、屋根や窓等の損壊31戸、農地等被害12箇所、市道陥没等の道
路被害4箇所、河川護岸崩落等の被害4箇所、林道等の被害21箇所、東山旧岸
邸、乙女3号井源泉施設、青少年広場の損傷、県指定天然記念物「東山のサイ
カチ」の損壊などの被害を受ける。被害総額約8,700万円 総雨量558ｍｍ

災害発生日 種 別 概 要

平成30年９月30日
台 風

24号

台風第24号による被害は、全国死者５名・負傷者227名・行方不明者２名（御
殿場人的被害無し）、停電1,300世帯、屋根・壁・シャッター損傷８９件、倒
木53ヶ所、土砂崩れ１ヶ所）など特に強風による物的被害を多数受ける。

大雪：H26.2.14 豪雪被害
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中越沖地震における民生支援所要の変化と活動実績

避難者数

仮設住宅入居開始

▼

③ガス①電気

水道復旧

▼

給水

給食

入浴

給水
給食

入浴
水道復旧による
ニーズの減少

天幕

天幕

活動実績

飲料用医療用 入浴用

民生支援

所要変化

１０日終了

状況推移

輸送

新学期

１００

ピーク数

を１００

に換算

１２日終了

９日終了

２７日終了

ガス復旧

▼

氷柱輸送民間委託緊急物資（仮設トイレ、エアコン、ブルーシート、氷柱）

仮設住宅入居等による
ニーズの減少

２１日終了

ガス復旧の遅れによ
る入浴支援の継続

電気復旧（２～４日） 水道復旧（１W～２W) ガス復旧（１．５M)
▼ ▼ ▼
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やれることはすべてやったし、手を抜いたことは一度もありません。

常にやれることをやろうとした自分がいたこと、それに対して準備ができたことに

誇りに思っています。

資料源：「夢をつかむ イチロー２６２のメッセージ」より 62
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